
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 965 諸収入 0 

計 2,895 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,895 0 

保健衛生費

目 保健衛生総務費

補正前額 0 

要求額 2,895 

総務部長段階査定額 2,895 

一般会計 【問合せ先】医事薬事係 0857-30-8531 

【１１次総の施策体系】1302 

【事業の経過及び背景】 
　二次救急病院（病院群輪番制病院）として一次救急病院（夜間休日急患診療所）からの 
紹介患者、傷病者及び救急患者の診察に対応するためには、医療機器は常に点検、更新を 
して一定の高いレベルを保つ必要がある。 

【事業の目的及び効果】 
　必要な機器を更新し、救急患者の受け入れ態勢を整備することにより、本市の救急体制 
の充実が図られ、また救急担当医の負担軽減につながる。 

【事業の内容】 
　病院群輪番制病院の医療機器新規購入、更新に対して補助金を交付する。 
　・補助金負担区分　国1/3、県1/3、市1/3 
　・補助金額上限　　１病院につき22,000千円

　（今年度予定） 　　補助額　　　　　　　　　　 総事業費
　・鳥取生協病院　　1,476千円（医用テレメータ　6,045,600円）
　・鳥取赤十字病院　1,419千円（麻酔器　　　　　5,808,000円）

款 衛生費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,930 0 

保００１ 項　　目　　名 病院群輪番制病院設備整備事業費

予算書項目 病院群輪番制病院設備整備事業費 ページ 53 所　　属　　名

健康こども部鳥取市保健所 
保健医療課年度 R5

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,373 諸収入 0 

計 2,673 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,673 0 

保健衛生費

目 健康対策費

補正前額 2,086 

要求額 3,270 

総務部長段階査定額 2,673 

一般会計 【問合せ先】感染症・疾病対策係 0857-30-8532 

【１１次総の施策体系】1302 

【事業の経過及び背景】 
　本県の肝がん死亡率は全国的にも高い状況であるため、その主要原因である肝炎 ウイル
スの早期発見を行うとともに、Ｂ型及びＣ型肝炎の早期治療を促進し、肝硬変及び 肝がん
への進行を防ぐことが重要である。また、肝がん・重度肝硬変患者の医療費負担の 軽減を
図りつつ、臨床データを収集し治療研究を促進していく必要がある。 

【事業の目的及び効果】 
　肝炎ウイルスの早期発見、早期治療に資するため、肝炎ウイルスの多様な検査体制の整 
備・受診促進、肝炎や肝がん・重度肝硬変の医療費助成を行い、肝炎対策を推進する。 

【事業の内容】 
　・決算見込みによる人件費の増額　73千円
　・医療機関無料肝炎ウイルス検査委託料の実績見込みに伴う増額　2,600千円
　＜実績＞
　　医療機関無料肝炎ウイルス検査数の推移
　　R3：216件、R4：34件、R5:1,096件（見込）

款 衛生費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 1,300 0 

保００２ 項　　目　　名 肝臓がん・肝炎対策事業費

予算書項目 生活習慣病予防対策事業費 ページ 53 所　　属　　名

健康こども部鳥取市保健所 
保健医療課年度 R5



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 △ 215,875 諸収入 0 

計 △ 389,218 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 △ 389,218 0 

保健衛生費

目 予防費

補正前額 606,136 

要求額 △ 389,218 

総務部長段階査定額 △ 389,218 

一般会計 【問合せ先】感染症・疾病対策係 0857-30-8533 

【１１次総の施策体系】1302（実施計画関連事業） 

【事業の経過及び背景】 
　感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律等に基づき、感染症発生に備 
えた危機管理体制の整備、感染症発生動向の調査・検査、感染症患者に対する適切な医療
の提供等を行う必要がある。 
　新型コロナウイルス感染症は令和５年５月８日をもって５類へ移行した。

【事業の目的及び効果】 
　感染症の発生時における危機管理体制を平常時から整備するとともに、感染症患者に対 
する適切な医療の提供を図る。また、感染症の発生動向を調査し、感染拡大の兆候を探 知
し適切な予防活動を実施する。 

【事業の内容】 
　新型コロナウイルス感染症の５類への移行による医療機関等での行政検査の実施件数の
減少に伴う、減額を行うとともに、入院にかかる医療費の公費負担について、実績の増加
による増額を行う。　　　 
　また、コロナ対応にあたる会計年度任用職員の１人減員による報酬等の減額を行う。
　・新型コロナウイルス感染症PCR検査等委託料の減額　　　　　　　　　▲409,593千円
　・新型コロナウイルス感染症入院医療費等公費負担分（扶助費）の増額　　22,416千円
　・決算見込みによる人件費の減額　▲2,041千円

款 衛生費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 △ 173,343 0 

保００３ 項　　目　　名 感染症対策推進事業費

予算書項目 感染症予防費 ページ 55 所　　属　　名

健康こども部鳥取市保健所 
保健医療課年度 R5

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 △ 35,879 諸収入 0 

計 △ 98,061 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 △ 98,061 0 

保健衛生費

目 予防費

補正前額 179,395 

要求額 △ 98,061 

総務部長段階査定額 △ 98,061 

一般会計 【問合せ先】感染症・疾病対策係 0857-30-8533

【１１次総の施策体系】1302

【事業の経過及び背景】 
　令和４年５月23日から新型コロナウイル ス感染症対応業務の一部（積極額疫学調査及び
健康観察業務、患者移送業務、在宅療養者に対する物品の配送業務、相談センター業務
等）を外部委託し、新型コロナウイルス感染症に関する 保健所職員の負担軽減を図ってき
ていた。
　新型コロナウイルス感染症は令和５年５月８日をもって５類へ移行し、相談業務も令和
５年10月から県に統合された。

【事業の目的及び効果】 
　新型コロナウイルス感染症の５類への移行に伴い鳥取市陽性者コンタクトセンターを縮
小するとともに、新型コロナウイルス感染症相談・支援センター等が９月末に県のセン
ターに統合されたことに伴い、減額を行う。

【事業の内容】 
　・委託料の減額　　　　　　　　　▲74,383千円
　・派遣職員経費（役務費）の減額　▲17,730千円
　・需用費（消耗品費、印刷製本費、医薬材料費）の減額　▲5,948千円

款 衛生費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 △ 62,182 0 

保００４ 項　　目　　名 保健所体制強化事業費（コロナ克服・新時代開拓臨時交付金）

予算書項目 感染症予防費 ページ 55 所　　属　　名

健康こども部鳥取市保健所 
保健医療課年度 R5



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 1,066 

その他 1,940 0 

一般財源 332 諸収入 874 

計 5,832 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 5,832 0 

保健衛生費

目 保健衛生総務費

補正前額 66,496 

要求額 5,832 

総務部長段階査定額 5,832 

一般会計 【問合せ先】健康づくり係 0857-30-8581  

【１１次総の施策体系】1301  

【事業の経過及び背景】 
　市民の健康づくりの推進及び自主的な保健活動の振興に資するため、用瀬・佐治・気高
 ・鹿野地域に保健センターを、国府地域と鳥取地域の一部市民を対象に鳥取東保健セ ン
ターを設置している。  

【事業の目的及び効果】 
　各保健センターの適切な維持管理を行い、保健事業のスムーズな運営を図る 。  

【事業の内容・実績】 
　・明治安田生命からの寄付「私の地元応援募金」により、健康づくりや子育て支援事業
　　に活用するための物品の購入　1,066千円
　・各保健センター（用瀬、気高、鹿野）光熱費高騰分への対応
　　①用瀬、鹿野　1,206千円
　　②気高（指定管理者分）3,560千円≪地方創生臨時交付金活用事業≫

　※その他財源の寄付金は、衛生費寄附金
　※その他財源の諸収入は、光熱水費負担金

款 衛生費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 3,560 0 

保００５ 項　　目　　名 施設管理費

予算書項目 施設管理費 ページ 53 所　　属　　名

健康こども部鳥取市保健所 
健康・子育て推進課年度 R5

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,422 諸収入 0 

計 1,422 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 1,422 0 

保健衛生費

目 健康対策費

補正前額 2,610 

要求額 1,422 

総務部長段階査定額 1,422 

一般会計 【問合せ先】食育推進係 0857-30-8582   

【１１次総の施策体系】1301   

【事業の経過及び背景】  
　中核市移行に伴い移譲された保健所業務の円滑な業務の執行により住民の健康保持、増
進を図る。   

【事業の目的及び効果】  
（１）健康増進法に基づく特定給食施設等指導
　特定給食施設等において適切な栄養管理及び衛生管理を行うよう指導、助言を行い、利
　用者の栄養状態の改善等健康増進を図る。
（２）健康増進法に基づく栄養改善事業
　施設及び在宅において栄養管理が必要な住民に対し、切れ目のない栄養管理の実現及び
　食支援を行う。
（３）健康増進法に基づく健康栄養調査業務
　住民の身体状況、栄養摂取量及び生活習慣の状況を明らかにするための調査を行う。
（４）健康増進法及び食品表示法に基づく食品表示の指導業務
　広告等の誇大表示及び栄養成分表示の相談、指導を行い、表示の適正化を図る。

【事業の内容】  
　・令和４年度鳥取市保健所健康支援業務負担金の精算に伴う中核市関連事務県負担金の
　　返還金

款 衛生費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

保００６ 項　　目　　名 栄養改善指導事業費

予算書項目 食育活動等推進事業費 ページ 53 所　　属　　名

健康こども部鳥取市保健所 
健康・子育て推進課年度 R5



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 △ 24,140 0 

一般財源 9,741 諸収入 △ 24,140 

計 △ 14,391 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 △ 14,391 0 

保健衛生費

目 母子保健費

補正前額 39,580 

要求額 △ 14,391 

総務部長段階査定額 △ 14,391 

一般会計 【問合せ先】子育て支援係 0857-30-8584

【１１次総の施策体系】1101（実施計画関連事業）  

【事業の経過及び背景】  
　不妊治療費は令和４年度から保険適用となったが、保険診療とあわせて行う先進医療、
保険適用外や回数超過による全額自己負担となった場合に県助成制度を行っている。

【事業の目的及び効果】  
　不妊治療費の一部を助成することで、経済的負担の軽減を図り、子どもを望む夫婦が安
心して子どもを生み育てることができるよう支援する。 

【事業の内容】  
　・実績見込みによる扶助費の減額　▲24,140千円
　・令和４年度鳥取市保健所健康支援業務負担金の精算に伴う中核市関連事務県負担金の
　　返還金　9,733千円
　・決算見込みによる人件費の増額　16千円

　※その他財源の諸収入は、中核市関連事務県負担金

款 衛生費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 8 0 

保００７ 項　　目　　名 不妊治療費等支援事業費

予算書項目 不妊治療費等助成事業費 ページ 55 所　　属　　名

健康こども部鳥取市保健所 
健康・子育て推進課年度 R5

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 860 諸収入 0 

計 860 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 860 0 

保健衛生費

目 予防費

補正前額 12,574 

要求額 1,168 

総務部長段階査定額 860 

一般会計 【問合せ先】動物愛護係 0857-30-8551

【１１次総の施策体系】1302  　 

【事業の経過及び背景】  
　松並町三丁目にある犬管理所は、鳥取県が平成３年度に建設し、本市の中核市移行とと
もに本市が借用し使用している。
　建設から既に30年以上が経過し、施設の老朽化が著しい。

【事業の目的及び効果】  
　犬管理所内に設置された電動シャッターも同様に老朽化が進んでおり、この度、故障が
発生したため、日々の収容動物の管理等の業務に支障をきたさないよう修繕を行う。

 【事業の内容】
　・電動シャッター修繕　500千円
　・決算見込みによる人件費の増額　360千円

款 衛生費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

保００８ 項　　目　　名 動物愛護管理推進事業費

予算書項目 動物愛護事業費 ページ 55 所　　属　　名

健康こども部鳥取市保健所 
生活安全課年度 R5


